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　「複合材料の成形加工技術で世界に貢献する」
同社の落合取締役に話を伺いました。

■貴社の概要について、教えてください。　
落合　1968年、現社長のお父様がマネキンづくり
で創業しました。マネキンはガラス繊維とポリエ
ステル樹脂を混ぜたＦＲＰのものづくりからスタ
ートしました。1980年代は自動車のエアロパーツ
を量産。その後、2000年代はカーボンファイバー
にシフトし、より軽量で、高強度、高剛性、高品質
を目指して、オートクレーブ設備を導入しました。
二輪や四輪、航空機産業に参入するため、航空宇
宙部門のＪＩＳ Ｑ ９１００／ＪＩＳ Ｑ ９００
１を認証取得して、航空宇宙、防衛関係を増やし
てきました。炭素繊維に樹脂を混ぜた炭素繊維強
化プラスチック（ＣＦＲＰ）成形で、世界のさまざ
まな分野で製品の軽量化に貢献しています。ＣＦ
ＲＰは、金属よりもはるかに「軽くて、強く、なお
かつ錆

さ

びない」のが特徴です。バイクのレース部
品や航空宇宙、防衛、自動車などに使われていま
す。

■落合さんの経歴について
落合　父親の建築工事の手伝いをしていました。
もともと車のエアロパーツが好きで、当社の求人
に応募し、2002年に入社しました。入社当初から
エアロパーツをカーボン成形加工する部署に配属
となりました。常に新しいことを進めていく、チ
ャレンジしていく社長が頼もしく、現在入社23年
目です。2018年に取締役に就任し、2020年にこれ
までの技術開発室を「新事業推進室」に改め、主
に商品開発をしています。

■自社商品の「B
バ ク ソ ー ル
AKUSOLE」について

落合　2020年のコロナ禍、子どもも自宅に居るし
かない自粛生活でした。当社はこれまで、バイク
やＦ１、航空機などのハイエンド製品をつくって
きました。もっと人の身近に役立つものづくりが
できないかと思い、子どもを見ていました。子ど
もたちを外で走り出してあげたいな。うちの子は
足が遅いので、速くしてあげたいなと思い、大人
用のカーボンインソールはありましたが、子ども
用がないので、着手しました。
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